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【手続補正書】
【提出日】平成28年6月24日(2016.6.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ）の化合物、若しくは薬学的に許容されるその誘導体、溶媒和物、互変異性体、
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塩、水和物又は立体異性体（すべての割合のその混合物であってもよい）。
【化１】

　　　　　　　(I)
（式中、
Ｘは、Ｏ又はＳを表し、
Ｕは、
（ｉ）Ｃ1－Ｃ6－アルコキシ、Ｃ1－Ｃ6－アルキル、ハロゲン、ＣＮから独立に選択され
る１又は２個の基によって置換されていてよいフェニル環
（ｉｉ）Ｃ1－Ｃ6－アルコキシ、Ｃ1－Ｃ6－アルキル、ハロゲン、ＣＮから独立に選択さ
れる１又は２個の基によって置換されていてよい、１個の窒素原子を含み、Ｎ、Ｏ又はＳ
から独立に選択される２個までの追加のヘテロ原子を含んでもよい５又は６員不飽和又は
芳香族複素環系、
（ｉｉｉ）１個の単結合
から選択され、
Ｔは、－ＮＲ5－、－ＮＲ5ＣＯ－、－ＣＯＮＲ5、－ＮＲ5－ＣＯ－ＮＲ5、－ＣＯ－を表
し
Ｗは、
（ｉ）１～２個のＨ原子が、フェニル環、ハロゲン、ＣＮ、ＣＦ3によって置換されてい
てよい直鎖又は分枝Ｃ1－Ｃ6－アルキレン、
（ｉｉ）１個のＣＨ2基が、３～７員飽和炭素環によって置換されている直鎖又は分枝Ｃ1

－Ｃ6－アルキレン、
（ｉｉｉ）１個のＣＨ2基が、
　－フェニル環Ａと縮合していてもよいフェニル環、
　－１若しくは２個の窒素原子を含有する５若しくは６員飽和複素環系、又は
　－飽和６員炭素環と縮合していてもよく、若しくはフェニル環Ａと縮合していてもよい
、Ｎ、Ｏ及びＳから独立に選択される１～３個のヘテロ原子を含有する５員芳香族複素環
系
によって置換されており、
　－Ｔに結合していない別のＣＨ2基が、－Ｏ－又はＮＲ5によって置換されていてもよい
直鎖又は分枝Ｃ1－Ｃ6－アルキレン、
（ｉｖ）１個の単結合、
から選択され、
Ｒ5は、Ｈ又は直鎖若しくは分枝Ｃ1－Ｃ6－アルキルであり、
Ｒ1は、１～６個の炭素原子を有する直鎖又は分枝アルキルを表し、
Ｒaは、Ｈ、ＣＮ、ハロゲン、１～３個のＨ原子がハロゲンで置換されていてよい１～６
個の炭素原子を有する直鎖又は分枝アルキル、１～３個のＨ原子がハロゲンで置換されて
いてよい１～６個の炭素原子を有する直鎖又は分枝アルコキシを表し、
Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4は、ＣＮ、ハロゲン、１～３個のＨ原子がハロゲンで置換されていてよい
１～６個の炭素原子を有する直鎖又は分枝アルキル、１～３個のＨ原子がハロゲンで置換
されていてよい１～６個の炭素原子を有する直鎖又は分枝アルコキシから互いに独立に選
択される）
【請求項２】
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　Ｕが、単結合又は以下の基の一つから選択される、請求項１に記載の式（Ｉ）の化合物
。
【表１】

【請求項３】
　Ｗが、

【化２】

若しくは
【表２】

から選択され、又は基Ｗ－Ａが、
【表３】
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を表す、請求項１又は２のいずれか１項に記載の式（Ｉ）の化合物。
【請求項４】
　化合物が、以下の群から選択される、請求項１から３のいずれか１項に記載の式（Ｉ）
の化合物。
【表４】



(5) JP 2015-522556 A5 2016.8.12



(6) JP 2015-522556 A5 2016.8.12



(7) JP 2015-522556 A5 2016.8.12



(8) JP 2015-522556 A5 2016.8.12



(9) JP 2015-522556 A5 2016.8.12



(10) JP 2015-522556 A5 2016.8.12



(11) JP 2015-522556 A5 2016.8.12



(12) JP 2015-522556 A5 2016.8.12



(13) JP 2015-522556 A5 2016.8.12



(14) JP 2015-522556 A5 2016.8.12



(15) JP 2015-522556 A5 2016.8.12



(16) JP 2015-522556 A5 2016.8.12



(17) JP 2015-522556 A5 2016.8.12



(18) JP 2015-522556 A5 2016.8.12



(19) JP 2015-522556 A5 2016.8.12

【請求項５】
　請求項１に記載の式（Ｉ）の化合物、若しくは薬学的に許容されるその誘導体、溶媒和
物、互変異性体、塩、水和物又は立体異性体（全ての割合のその混合物を含む）を含む医
薬組成物。
【請求項６】
　神経変性疾患及び関連疾患の治療又は予防における使用のための、請求項５に記載の医
薬組成物。
【請求項７】
　神経変性疾患が、アルツハイマー病、軽度認識障害、脳アミロイド血管症及び／又はダ
ウン症候群から選択される、請求項６に記載の医薬組成物。
【請求項８】
　（ａ）有効量の式（Ｉ）の化合物、及び／若しくは薬学的に使用できるその誘導体、溶
媒和物、塩、水和物又は立体異性体（全ての割合のその混合物を含む）、並びに
　（ｂ）有効量のさらなる薬剤活性成分
の別々のパックからなるキット。
【請求項９】
　請求項１から４のいずれか１項に記載の式（Ｉ）の化合物の少なくとも一つを含有する
医薬組成物。
【請求項１０】
　炎症性疾患又は免疫障害の治療において使用される少なくとも１種のさらなる薬剤を追
加的に含有する、請求項１０に記載の医薬組成物。
【請求項１１】
　少なくとも１種のさらなる免疫調節剤を追加的に含有する、請求項１１に記載の医薬組
成物。
【請求項１２】
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　以下の縮合環系の形成を含む、請求項１から４に記載の式（Ｉ）の化合物を生成するた
めの方法。
【化３】

（式中、Ｙは、ハロゲン又は保護アミノ基である）
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